
事業概要

事業実施により実現できた具体的効果・成果

実施地等

実施期間

アジア・オセアニア諸国とイギリスの医学生約
350人が参加し、災害医療、特に自然災害に対
しての長期的な医療支援をテーマとする国際医
学生会議を12月26日～30日にかけて東京医科
歯科大学において開催した。「災害と災害医療
の基礎知識・技術を身につける」「過去に起こっ
た特記すべき災害について理解する」「今の、そ
して未来の災害被害者のためにできることを考
える」という目標のもと、講演や関連施設・病院
の見学などを行った。

「第26回東アジア医学生会議」では、「災害医
療」をテーマに設定し、アジア・オセアニアを中心
に約20カ国から来日した医学生と国際会議を行
いました。災害時の緊急支援だけでなく、
PTSD(心的外傷ストレス障害)や生存者の罪悪
感、グリーフケア、障害といった、災害が起こっ
た後の被災者への医療支援について考えること
を目指しました。
2011年3月に大震災を経験した日本において、
将来を担う各国の医学生が災害医療について
学ぶ機会を共にすることで、今後災害が起こっ
た時、また将来医師となったときに役立てること
のできる知識が得られました。会議の最終日に
は、将来自然災害などの緊急事態が生じたとき
に、各国がお互いに助け合うためのシステムや
協定を作り上げることができました。この国際会
議を通して築き上げた学生同士のネットワーク
により、これからの災害支援の動きをより円滑
かつ効果的なものにできると考えています。
さらに、学術的な面だけでなく、日本の社会的・
文化的背景について各国の医学生が学び、体
験するプログラムを実施しました。茶道、書道、
生け花など日本古来の素晴らしい文化にふれ、
浅草などの観光地を案内することで、日本のよ
さを紹介することができました。
この会議を通して、参加した各国の医学生がそ
れぞれの国に学びを持ち帰り、発信し、日本の
みならずアジア諸国に対しても大きな影響をも
たらすことができると考えます。

【実施地等】東京

【実施期間】2012/12/26～2012/12/30
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